
 

本書の使い方 
本書は 4 部構成で，各部は独立した内容となっていますので，強化したい点を 

中心に学習できます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
◆第 1 部◆ 

初めて IT ストラテジスト試験を受験される方は，全体を読んでください。過去
に受験経験のある方は，必要な箇所を選択して読んでください。 

モチベーションをアップさせる工夫，直前アドバイスも掲載しています。 

 
 
◆第 2 部◆ 

午前Ⅱ試験の出題範囲に合わせて，専門知識の学習をします。出題されるキー
ワードを中心とした専門知識の解説と演習問題を掲載しています。 

 
  
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

CHECK ボックスを利用して
理解度を確認しましょう。 

自信あり 

自信なし 

ダウンロード 
サービス 

専門知識の習得 
第 2 部 

 
専門知識を徹底解説 

午前Ⅱ試験の知識定着！ 

・午前Ⅱ対策キーワード202 ・午後Ⅰ解答用紙 

・予想配点表 

・本書未掲載問題（午後Ⅰ）

の解答解説 

午後Ⅰ試験対策 
第 3 部 

 
実践テクニックを掲載 

記述式試験の得点力アップ 

午後Ⅱ試験対策 
第 4 部 

 
実践テクニックを掲載 

合格できる論文を作成！ 

・午後Ⅱ原稿用紙 

・論文自己評価シート 

・本書未掲載問題（午後Ⅱ）

の論文事例 

ITストラテジスト試験 
第 1 部 

 
受験経験の少ない方向けに 

試験の概要を説明 

専門知識の解説に沿って，知識の定着を図る 

演習問題を使って，知識の定着を確認する 



 
 

◆第 3 部◆ 
午後Ⅰ試験（記述式）の対策と演習です。解答テクニック，解答作成例，過去
問題のポイント解説などから構成されています。筆者が解いた手書きの実践解
答も掲載しています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
◆第 4 部◆ 

午後Ⅱ試験（論述式）の対策と演習です。論述テクニック，論文作成例，論文
事例などから構成されています。筆者が解いた手書きの実践論文も掲載してい
ます。 

 
  
 
 
 
 
 
 

 
 

実践解答を使って 
試験本番での解答作成の 

雰囲気をつかむ 

ポイント解説を使って 
多くの過去問題を 

解くことに挑戦する 

解答作成例を使って，どのように解答を導くのかを理解する 

午後Ⅰ試験を受験するためのノウハウを理解する 

実践論文を使って 
試験本番での論文作成の 

雰囲気をつかむ 

論文事例を使って 
多くの過去問題の論文を 
記述することに挑戦する 

論文作成例を使って，どのように論文を作成するのかを理解する 

午後Ⅱ試験を受験するためのノウハウを理解する 
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第１部 IT ストラテジスト試験 

 
  
 
 
 
 

第 3 章では，令和元年度の問題の分析結果と，過去 11 年間に出題された午後

の問題の出題傾向を明らかにします。 
 

  
 
(1) 午前Ⅰ試験 

令和元年度の午前Ⅰ試験（30 問）について，過去の試験に出題された問題との

類似性は次のとおりです。 
 

表 1-3-1 過去問題との類似性（午前Ⅰ試験） 

問題の類似性 出題数（問） 出題割合（％） 

応用情報技術者試験の過去問題と同じ問題 17 56.7 

他の試験区分の過去問題と同じ問題  2  6.7 

過去問題に類似した問題  1  3.3 

初めて出題された問題 10 33.3 
 

全体の約 2／3 は，過去に出題された問題，過去に出題された問題の類題とな

っています。他の試験区分は，システムアーキテクトと基本情報技術者です。平

成 30 年度の試験と比較すると，令和元年度の問題では流用の比率が若干小さく

なりました。ただし，試験の実施年度によって多少変動はあるものの，少なくと

も 60%以上は流用した問題が出題されますので，過去に出題された問題を解いて

おくことは有効な学習手段であるといえます。 
午前Ⅰ試験は，同日に実施される応用情報技術者試験の午前問題(80 問)から，

30 問抜粋して出題されます。午前Ⅰ試験を受験される方は，応用情報技術者試験

の午前の過去問題を数多く解いておきましょう。 
 

令和元年年度の午前Ⅰ試験（30 問）について，出題分野別の出題状況は次のと

おりです。 

 
過去問題分析 

Part １ Chapter ３ 

 第３章 

 1 令和元年度の問題の分析 
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第１部 IT ストラテジスト試験 

 

 

 

午後Ⅰ試験の問 4 は，組込みシステムの IT ストラテジストを想定した問題で

す。IT ストラテジスト試験ですから，出題内容は戦略や市場分析などの上流部分

がテーマになることが多く，情報システムの IT ストラテジストであっても，大

半の問題は解答できると考えられます。午後Ⅰ試験では問 4 にも目を通すように

しましょう。 

午後Ⅱ試験の出題傾向は，次のとおりです。 
 

表 1-3-10 午後Ⅱ試験の出題傾向 

情報システム 

・出題分野は，午後Ⅰ試験より幅広くなっています。 

・午後Ⅰ試験と同様，明確に分類しにくい問題もあります。 

・業務改革／業務改善／業務分析の分野の出題数が一番多くなっていま

すが，全体の約 18%であり，頻繁に出題されているわけではありませ

ん。 

・全体システム化計画に関する問題は過去に出題されていません。 

・出題される 2 問の分野が同じ年度はありません。 

・平成 30 年度以後，2 年連続でビジネスモデルの構築の分野の問題が

出題されています。 

・平成 29 年度は，評価に関する問題が 2 問出題されました。 

組込みシステム 
・製品企画の分野の問題が約半数を占めています。 

・製品企画以外の分野からの出題は，通算で 5 問あります。 

 

出題傾向は今後も継続すると考えられます。出題数は，IT ストラテジストの試

験が始まって以来，情報システムの問題が 2 問，組込みシステムの問題が 1 問と

なっています。IT ストラテジストの午後Ⅱ試験は過去の経験に基づいて記述する

ため，十分に準備しておく必要があります。試験の組込みシステムの問題は，1
問しか出題されませんので，組込みシステムの問題で受験する予定の方は，どの

ような分野の問題が出題されても対応できるようにしておきましょう。 
 
 

  
  
 
 
 
 
 

 

Column 

午後Ⅰ試験は問 4 にも目をとおす 
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第２部 専門知識の習得 

 
  
 
 
 
 
  
 
(1) 経営戦略 

経営戦略は企業の中長期的な基本方針です。戦略を検討する範囲やレベルに応

じて，経営戦略は次のように階層化されています。経営戦略の策定においては，

市場動向，技術動向，法令，企業環境の変化などの広範囲にわたる情報が必要に

なります。 
 

全社戦略（企業戦略） 

 事業の基本構成や経営資源の配分など，企業全体に関わる基本戦略 
 

事業戦略 

事業領域の設定や事業モデルなど，事業単位で策定する戦略 
 

機能別戦略 

 営業戦略，製品戦略，人事戦略など，機能単位で策定する戦略 

図 2-3-1 経営戦略の構成 
 

経営戦略の策定では，達成すべき目標と現状とのギャップを経営課題として抽

出します。経営課題の抽出に際しては，環境面と業務面に着目します。 
 

表 2-3-1 経営課題の抽出における着目点 

着目点 検討すべき事項 

環境 
外部環境 マーケットシェア拡大，販売チャネル確保 など 

内部環境 経費節減，過剰在庫抑制 など 

業務 
基幹業務 生産管理，販売管理，顧客管理 など 

非定型業務 企業経営のための意思決定 など 

 
経営戦略マネジメント 

Part ２ Chapter ３ 
 第３章 

 1 経営戦略手法 
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第２部 専門知識の習得 

     演習問題 

問 3－1         (H28 秋-ST 午前Ⅱ問 8) 

コアコンピタンスに該当するものはどれか。 

 

ア 主な事業ドメインの高い成長率 

イ 競合他社よりも効率性の高い生産システム 

ウ 参入を予定している事業分野の競合状況 

エ 収益性の高い事業分野での市場シェア 

 

 

問 3－２         (H30 秋-ST 午前Ⅱ問 6) 

多角化戦略のうち，M&A による垂直統合に該当するものはどれか。 

 

ア 銀行による保険会社の買収・合併 

イ 自動車メーカによる軽自動車メーカの買収・合併 

ウ 製鉄メーカによる鉄鋼石採掘会社の買収・合併 

エ 電機メーカによる不動産会社の買収・合併 

 

 

問 3－３         (R1 秋-ST 午前Ⅱ問 6) 

LBO の説明はどれか。 

 

ア 株式市場で一般株主に対して，一定期間に一定の価格で株式を買い付けることを公

告し，相手先企業の株式を取得する。 

イ 現経営陣や事業部門の責任者が株主から自社の株式を取得することによって，当該

事業の経営支配権を取得する。 

ウ 投資会社が，業績不振などの問題を抱えた企業の株式の過半数を取得した上で，マ

ネジメントチームを派遣し，経営に参画する。 

エ 買収先企業の資産などを担保に，金融機関から資金を調達するなど，限られた手元

資金で企業を買収する。 

 

CHECK 

CHECK 

CHECK 
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第３章 経営戦略マネジメント 

 2. 

 専門
知
識
の 

習
得 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

第６章 

第７章 

第８章 

問 3－4 解答－ウ 

カーブアウトは，コア事業とは位置付けられないような事業の一部を企業が切り出し，外

部の資本や経営参画を受け入れる形でベンチャー企業を設立する経営戦略です。ベンチャー

企業は，カーブアウトする側の企業から出資や業務面での支援を受けたり，カーブアウトす

る側の企業と連携をとったりすることもあります。 
ベンチャー企業にとっては，第三者の経営参画などによって経営の独立性を高めることが

できるというメリットがあります。一方，カーブアウトする側の企業にとっては，コア事業

に経営資源を集中できるというメリットがあります。したがって，（ウ）が正解です。 
ア：MBO（Management BuyOut）の説明です。 
イ：営業秘密としてのノウハウ秘匿の説明です。 
エ：ファブレス企業の外部委託生産の説明です。 

 
問 3－5 解答－ウ 

プロダクトポートフォリオマネジメントは，市場成長率と市場占有率を 2 軸にとり，自社

のサービスや製品をマッピングすることによって，サービスや製品のポジションを明確にす

る分析手法です。プロダクトポートフォリオマネジメントは，2 軸によって四つの象限（花

形，金のなる木，問題児，負け犬）に分割されます。それぞれの象限の意味は，次のとおり

です。 
 

花形 
市場占有率が高いものの，市場成長率も高いため，競合他社の参入が予想さ

れます。自社占有率を維持するための資金投入が必要です。長期的には市場

が安定していきますので，「花形」は将来の資金源となります。 

金のなる木 
市場占有率が高く，市場成長率は低いため，競合他社の参入障壁が高いと考

えられます。「金のなる木」は，安定的な収入が保証されている資金源といえ

ます。 

問題児 
資金投入によって市場占有率を向上させれば「花形」になる予備軍です。た

だし，市場成長率の低下によって「負け犬」になるリスクもあります。「問題

児」は市場成長率が高く期待できますが，慎重な対応が必要です。 

負け犬 
市場占有率が低く，市場成長率も低く期待できません。「負け犬」に位置付け

られるサービスや製品は，現状からの脱却ができなければ，撤退を検討する

必要があります。 
 

したがって，（ウ）が正解です。 

 
問 3－6 解答－ア 

企業を取り巻く競争環境は，企業の戦略に影響を与えます。米国の経済学者マイケル・ポ

ーターが提唱したファイブフォース分析は，競争環境のうちの外部環境を分析する手法です。
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第３部 午後Ⅰ試験の対策 

  
緑枠内は筆者が問題を読みながら考えていたこと，黒枠内は解答の下書きです。

解答の下書きの近傍にある小さな数字は，作成した解答の字数，はみ出た字数，

削減した字数などを筆者が書いたものです。 
 

(R1 秋-ST 午後Ⅰ問 3) 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国規模に意味はあるか？ 

設問3(2)「講師
と学生が双方向
でコミュニケー
ションできる機
会を追加する目
的」の解答下書
き 

設問1(3)「Ｇ社
の講座内容に取
り入れる情報」
の解答下書き 

40 分で解答 

これは大学の話 

AO入試のこと 

F社が困ってい
ること 

筆者のマーキングと下書き  

いわゆるスクー
ル形式の講座 

設問2(1)「ALS
の情報を活用
して改善した
い状況」の解答
下書き 

設問2(2)「演習
問題の適応度
を高めるため
に活用を検討
する情報」の解
答下書き 

AO 入試対策 

確実性に欠け
る？ 

G 社の強み 

F社とは異なる，
英会話スクール
のような形態 

G 社はうまく
いっている 

ここまで読んだ限
りでは，なぜ実現
できていないの
か，分からない 

F社の強み。情報は
貴重な財産 

「ビッグデータ」
が強調されている。
解答の手がかりに
なるかもしれない 

働き方改革に反する？ 

G 社とは？ 
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第３部 午後Ⅰ試験の対策 

  
緑枠内は，公表されている解答例との比較による自己評価です。 

 
 

 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

IPA が発表している解答例は，次のとおりです。 
 
［設問１］ (1) その場で苦手分野を克服したい 

 (2) 志望する大学に特化した講座を受講したい 

 (3) 大学の入学試験の傾向 

［設問２］ (1) 多くの学生の苦手とする分野を題材として取り上げられていな

い状況 

 (2) 学生データベースの情報 

［設問３］ (1) 学習時間の比較が自宅学習する意思を持続させるから 

 (2) 小論文や面接対策を行うため 

解答例 

「学習時間を比較できるように
すればモチベーションが向上す
るから」という意図の解答であ
ることは分かったが，「モチベー
ション」という文言が長く，25
字以内にまとめるのにとても苦
労した。IPA の解答例にある「意
思の継続」という文言は思い浮
かばなかった。後で振り返ると
別の箇所に「意思を継続」とい
う文言があった 

たくさんの解答が浮かんでき
て，少し迷った。設問の文面に
ある「講座の新設とは別に」と
いうキーワードに印を付けた
が，解答を考える段になって，
抜け落ちてしまった。キーワー
ドに気づき，解答を導くことが
できた 

筆者の解答例 

G 社の得意とする「個別指導」
というキーワードと，F 社に通
う学生が期待していることを結
びつけ，解答を導くことができ
た 

ALS は，AI
の機能を活用
して多くの学
生が苦手とす
る分野の傾向
分析をするこ
とができるた
め，F 社が実
現できていな
いことに対応
できると考え
て，解答を導
くことができ
た 

F 社の強みである「大学合格実
績が高く，大学データベースを
もっている」という事実と，G
社に通う学生が期待しているこ
とを結びつけ，解答を導くこと
ができた 

設問 1(2)の
解答を踏ま
え，G 社に通
う学生は，
個々の大学の
情報を必要と
していると考
えられること
から，解答を
導くことがで
きた 

演習問題の適用度を高めるため
には，学生ごとの，模試問題を
解いた成績，志望大学の合否状
況などによって，入学試験問題
との相関性が認められる模試問
題が明確になり，適用度の改善
を図ることできると考えて，解
答を導くことができた 
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第４章 ポイント解説（情報システム） 

 ３. 

 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

  
 
 
 
 
 

第 4 章では，情報システムの問題について，解答作成のポイントを解説します。 
設問ごとに，解答を導くための問題文の読み方，問題文に含まれる手掛かりな

どを詳細に説明しています。ご自身で解答を作成された後，振返りのためにご利

用ください。掲載している問題は，次のとおりです。 
 
解説 1 証券会社のコールセンタにおけるAI の機能を活用した (H30 秋-ST 午後Ⅰ問 1) 

 新サービスの検討 

解説 2 住宅設備メーカのシステム導入 (H30 秋-ST 午後Ⅰ問 2) 

解説 3 コンテンツ制作会社の事業展開 (H30 秋-ST 午後Ⅰ問 3) 

解説 4 大型機器製造業における IoT を活用したビジネスモデル構築 (H29 秋-ST 午後Ⅰ問 1) 

解説 5 飲料メーカの合併に伴う物流業務の見直し (H29 秋-ST 午後Ⅰ問 2) 
解説 6 クレジットカード会社の保有データを活用した取組み (H29 秋-ST 午後Ⅰ問 3) 
解説 7 大学の業務及び情報システムの統合 (H28 秋-ST 午後Ⅰ問 1) 

解説 8 地域医療情報連携システム (H28 秋-ST 午後Ⅰ問 2) 

解説 9 大型装置メーカの業務プロセス改革 (H28 秋-ST 午後Ⅰ問 3) 
 
  
  

●効果的に本章を活用するため，次の手順で問題を解いてください。 

① 本章に綴られている解答用紙をコピーする。又は，ダウンロードサービスを

利用して，解答用紙を印刷する（詳細は目次の次ページを参照してください）。 

② 1 問の解答時間（45 分）以内に手書きで解答を作成する。 

③ 「解答作成のポイント」の末尾に掲載されている解答例とご自身の解答

を比較する。 

④ ご自身の解答と解答例の間に差が生じた要因を分析する。 

⑤ 解答用紙の下部に掲載されている配点表に従い自己採点し，得点が 30

点（50 点満点の 60％）を超えているかどうかを確認する。 

 

ポイント解説（情報システム） 

Part ３ Chapter ４ 

 第４章 

本章の使い方  
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第３部 午後Ⅰ試験の対策 

(H30 秋-ST 午後Ⅰ問 1)    解説 １ 
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第４章 ポイント解説（情報システム） 

 ３. 

 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

  
  

 
 
  
 

設問 1 

(1) 
               

           

(2) 

               

               

      

設問 2 

(1) 
               

           

(2) 

               

               

      

設問 3 

(1) 
               

               

(2)

作業
内容 

               

      

効果 
               

      

 
  
 

50点満点         （IPA公表の配点比率に基づきアイテックで設問ごとに予想） 

設問1 (1)7 点  (2)8 点 

設問2 (1)7 点  (2)8 点 

設問3 (1)8 点  (2)作業内容，その効果：各 6 点 

解答用紙  

配点表  
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第４章 ポイント解説（情報システム） 

 ３. 

 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

〔制作業務への新たな取組みの試行〕には，「試行の成否は，KPI を設定して

確認する予定である。KPI としては，財務の視点からは“売上高利益率の増加

率”を，顧客の視点からは“受注件数の増加率”を，業務プロセスの視点から

は制作業務の観点に着目して“   a   ”を，学習と成長の視点からは“シ

ステムの操作の習熟度”を設定する」という説明があります。空欄 a は業務プ

ロセスの視点で測定する KPI で，制作業務の観点とありますので，部品を制作

する業務がどう改善できたかを測定するような指標になります。制作業務の新

たな取組みでは，部品は社外のデザイナが著作権を保有し，必要な都度購入す

るということですから，再利用が進むほど新たな取組みの効果が発揮されると

いうことになります。 
したがって，「部品の再利用率」という趣旨の解答をすればよいでしょう。 

 

〔設問 2〕 

(1) 情報漏えいの防止及び監査対応のために，案件管理システムに追

加すべき機能 

現状のコンテンツ管理システムにおいて，情報漏えいの防止及び監査対応の

ために実装されている機能を，案件管理システムにも実装することを検討しま

す。 

〔制作業務の現状〕には，「案件の中には，企業の新製品の発表や決算報告用

資料の印刷原稿の作成など，公開されるまでは極めて機密性の高いものもある。

このような機密保持が必要な案件は，情報漏えいの防止及び監査対応が必要な

ので，コンテンツ管理システムにおいて，当該案件のコンテンツへのアクセス

は案件担当者に限り，コンテンツへのアクセス履歴を保管している」という記

述があります。現状のコンテンツ管理システムにおいて，情報漏えいの防止及

び監査対応のために，コンテンツへのアクセス履歴を残していることが分かり

ます。 

〔案件管理の改善〕には，「案件管理ツールは，スプレッドシートを利用して，

引合いや受注した案件の内容，広告代理店名，広告主名，見積額，受注額，納

期などを記録し，予算・実績の管理と営業部全員の情報共有に活用されている」

という説明があります。案件管理ツールでは，案件の内容，広告代理店名，広

告主名などを記録していることが分かります。また，「案件管理ツールについて

は，ディジタルコンテンツの取扱いや今後の事業拡大を視野に入れ，広告代理
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第２章 論文作成例 

 ４. 

 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

 
  
 
 
 
 

第 2 章では，第 1 章で説明した論述テクニックに従って，午後Ⅱ試験の論文作

成例を具体的に説明します。筆者が午後Ⅱ試験を受験するとき，問題を読むとこ

ろから論文を作成するまでの流れを，本試験問題を題材に説明します。 
第 2 章は，論文を作成する手順に重点を置いて説明しています。論文を書くこ

とについては第 3 章で説明します。 
筆者は次のような流れで午後Ⅱ試験に取り組んでいます。 
 

①問題を全て読む。読みながら，設問の要求事項に対応する箇所，記述に使える

例，設問の要求事項以外に記述しなければならない事項などをマーキングする。 
②設問単位に設問の要求事項を確認しながら，記述する内容をストーリとして問

題冊子の〔メモ用紙〕に書き出す。 
③設問ア～ウまでのストーリが完成したら，記述時間と記述字数を意識しながら

解答用紙に論文を記述する。 
 
  

①演習の題材は，令和元年度秋期 IT ストラテジストの午後Ⅱ試験問 1，3 の 2 問

です。書籍には直接書き込みにくいと感じる方は，IPA から問題をダウンロー

ドして，印刷したものをお使いください。ストーリを書く白紙やノートをご準

備ください。 

②原稿用紙を準備してください。原稿用紙は，アイテックホームページからダウ

ンロードできます。ダウンロード方法については，目次の次ページを参照して

ください。 

③情報システムの問題で受験予定の方は問 1(P.490)，組込みシステムの問題で受

験予定の方は問 3(P.502)を選択し，問題と設問を一通り読んで，設問の要求事

項を確認してください。 

 

 
論文作成例 

Part ４ Chapter ２ 

 第２章 

本章の使い方  
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第４部 午後Ⅱ試験の対策 

・最終的な判断はスケジューリング業務担当者とする 
・性能面では実用性に問題なし 
・人によるスケジューリング作業を十分上回るパフォーマンスを発揮 

 
  

設問ウは次のとおりです。設問の要求事項にマーキングしています。 
 
設問ウ 設問イで述べたディジタル技術を活用した業務プロセスが，事業課題の

解決に貢献することについて，あなたが事業部門に説明した内容は何か。

また，事業部門から指摘されて改善した内容は何か。600 字以上 1,200 字

以内で具体的に述べよ。 
 

設問ウに関連する問題文は，次のとおりです。 
 

IT ストラテジストは，ディジタル技術を活用した業務プロセスが，事業課題の

解決にどのように貢献するかについて，投資効果を含めて事業部門に説明する必

要がある。 
 
 
●設問の要求事項記述におけるポイント 

設問の要求事項を記述する際には，次のような考慮点があります。 
 

設問の要求事項 記述における考慮点 

事業部門に説明し
た内容 

業務プロセスが事業課題の解決にどのように貢献するかを記述
します。投資効果の記述を忘れないようにしてください。 

事業部門から指摘
されて改善した内
容 

指摘内容は小さなことでも構いません。「改善内容」だけが要求
されていますが，指摘事項も明示します。改善した内容につい
ては，事業部門から承認を受けたことも記述します。 

 
〔ストーリ〕 

設問ウのストーリとして，次のような例が考えられます。 
●事業部門に説明した内容 

・事業部門の定期的な業績審議会の場で説明 

設問ウ 

投資効果を記述する 貢献内容を記述する 
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第４部 午後Ⅱ試験の対策 

  
よってスケジューリング業務を支援し，申し込みの締め

切り期限を撤廃し，可能な範囲で申し込みを受け付ける

こととした。 
貸会議室の運営においては，当日の利用案内作成，利

用ユーザの希望による会議室のレイアウトや什器の準備

などの人的作業が必要である。私は，可能な範囲で RPA
による自動化を推進し，実務担当者の負荷を軽減し，人

的作業でないとできない部分に注力できるようにするこ

ととした。 
2.3 実現性を担保するための検討内容 

実際の AI 及び RPA の導入については，長年 A 社の情

報システムの構築・運用を担っているＢ社に委託するこ

ととした。AI の実効性については，プロトタイプを構築

し実証実験する。B 社のエンジニアから，AI の活用につ

いては学習させることが重要であるということであった

ため，3 か月の期間で現在スケジューリング業務を担っ

ているベテランのノウハウを学習させることとした。人

によるスケジューリングと AI でのスケジューリングを

比較検証したところ，信頼性の観点では，全てを AI だけ

の判断に依存することは難しいことが判明した。学習を

継続すればスケジューリング能力は向上すると考えられ

るが，当面は，最終的な判断をスケジューリング業務担

当者とすることとした。性能面では，リアルタイム性を

要求される業務ではないため，実用性に問題はなかった。

私は，人によるスケジューリング作業を十分上回るパフ

ォーマンスを発揮できると判断した。 

 
〔設問ウ〕 
3 事業部門に説明した内容，事業部門から指摘され

て改善した内容 

3.1 事業部門に説明した内容 

私は，ディジタル技術を活用した業務プロセスが，事

業課題の解決に貢献することについて，定期的に開催さ

れる，事業部門の業績審議会の場を活用し，業務プロセ 

ディジタル技術の活用目
的；会議室利用申し込み期
限の短縮 

現状の貸会議室の運用；従
業員の手作業に依存する部
分が多い 

ディジタル技術の活用目
的；自動化推進による手作
業の軽減 

ディジタル技術の導入；A
社の情報システムを担う B
社に委託 

実証実験；ノウハウをAI に
学習させたプロトタイプを
利用 

信頼性の検証；AI によるス
ケジューリングと従来の手
作業によるスケジューリン
グを比較。不十分な部分は
手作業を併用 

性能の検証；実用には問題
なし 

IT ストラテジストとしての
判断；AI は採用可能 

事業部門への説明；機会，
方法，説明対象者 



 

 517 

 ４. 

 

第１章 

第２章 

第３章 

第４章 

第５章 

第３章 実践論文 

  
緑枠内は筆者が問題を読みながら考えていたことやコメントです。 
 

 
(R1 秋-ST 午後Ⅱ問 2) 

   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設問の要
求事項を
全て囲み，
明確にす
る 

110 分で解答 

問題のテーマ 

経営課題の例 活用する IT の例 

マーキング例  

設問には明示されてい
ないが記述しなければ
ならない項目 

ビジネス
モデルを
立ち上げ
るための
施策の例 

事業，顧客，
提案する価
値，確保す
る収益や利
益の例 

ビジネスモ
デル策定に
おける検討
項目 

「必須」
とあるの
で，全て
の検討項
目を記述
しなけれ
ばならな
い
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第４部 午後Ⅱ試験の対策 

  
設問の要求事項に対応させて，記述する項目を列挙しています。緑枠内は，筆

者の補足説明です。 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ストーリ作成例  

自身の立場 

設問の要求事項に合わせて見出しを
列挙し，記述する内容を書き出した 

A 社の概要 



 

 520 

第４部 午後Ⅱ試験の対策 

          緑枠内は，記述内容の説明と自己評価です。読みやすくす 

るため，同一内容の活字の論文例を P.525 に掲載しています。 
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆者の論文例  

自 身 の 立
場を説明 

経営課題；
シンプルに
表現した 

新しいビジ
ネスモデル
のターゲッ
ト；個人顧
客 

経営課題；
財務の視点
から 

A 社の事業
を説明 

新しいビジ
ネスモデル
の策定が必
要となった
背景；市場
が限られて
い て ， 売
上・利益の
伸びがない 

問題のタイ
トルを踏ま
え，「支援」
というキー
ワードを含
めた 

現行事業の特性；個人利用者の保管
スペースとして機動制に欠ける 
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午後Ⅰ試験，午後Ⅱ試験の出題内容 

 

 
■午前Ⅰ試験の免除制度 

IT ストラテジストの午前Ⅰ試験については，次の(1)～(3)のいずれかを満たす

場合，その後 2 年間，午前Ⅰ試験が免除されます。 
(1) 応用情報技術者試験に合格する。 
(2) いずれかの高度試験又は支援士試験に合格する。 
(3) いずれかの高度試験又は支援士試験の午前Ⅰ試験で基準点以上の成績を得る。 
 

■午後Ⅰ試験の出題テーマと出題分野 

過去 11 年間の午後Ⅰ試験の出題テーマと出題分野は次のとおりです。 
 

午後Ⅰ試験の過去問題一覧 

年度 問 出題テーマ 
出題分野 

情報システム 組込みシステム 

H21 

1 
地方銀行における業務改革と営業支援システ
ム 

業務改革／業
務改善 

－ 

2 エンジニアリング会社の社内システム再構築 
個別システム

化構想 
－ 

3 
自動窓口機の製造販売企業における IT を使っ
た業務改革 

業務改革／業
務改善 

－ 

4 監視カメラシステムの企画 － 製品企画 

H22 

1 
卸売業者における物流センタの統合による業
務改善 

業務改革／業
務改善 

－ 

2 
エンジンメーカの生産関連のシステムの見直
し 

個別システム
化構想 

－ 

3 
電鉄会社の情報システム子会社における情報
技術を活用した新規事業 

事業戦略 － 

4 電機メーカの事業展開 － 製品企画 

H23 

1 
アパレル製造・販売企業におけるシステム化構
想 

個別システム
化構想 

－ 

2 健康情報システムの導入検討 
個別システム

化構想 
－ 

3 測定機器メーカにおける業務改革 
業務改革／業

務改善 
－ 

4 ディジタルカメラの新製品企画 － 製品企画 

H24 

1 
産業用エネルギー機器の製造・販売を行う企業
におけるメンテナンスサービス事業 
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